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全学年対象     高等学校等給付奨学生   日本教育公務員弘済会 

1.推薦（応募）条件 家庭の事情により学費支弁困難と認められる生徒で、向学心に富み、かつ学業に

耐えうる生徒。 

2.募集人数 各学年 1名 

3.給付金額 1人に対し 5万円（返還不要） 

        ※ただし、奨学目的以外に使用したり、奨学生としてふさわしくない行為があったときは、

給付金額を返還することもあります 

4.交 付 ＊給付金目録は当該学校長または支部長により生徒本人へ交付 

        ＊給付金は保護者名義の口座に振り込み 

5.報告等  給付を受けた生徒は学校卒業後、速やかに学習成果報告を報告する 

 

 

 

  希望者は 4月 25日（月）までに、進路部から必要書類を受け取ってください。 

 すべての書類提出〆切りは、5月 6日（金）です。  期限厳守 

        

                                 

３学年対象    久米国鼎会奨学生募集    （くめこくていかい） 

１．給付対象 

  ① 沖縄県内に本籍を有する子弟であること。 

 ②学業及び人物が優良であること。内申書の成績の平均３．５以上であること。 

 ③経済的支援が必要であると認められるもの。世帯主の年収が５００万以下であること。 

 ④高校３年時の学生でほかの給付型奨学金を受けていないこと。 

  ただし、貸与型奨学金との併用は認めるものとする。 

２．募集人数  １名 （高校３年生） 

３．給付金額 年額：15万円   ただし同一人の受給は一年間とする。 

４．給付期間及び変換 

 ①給付期間：平成 28年 4月から 12ヶ月分 

 ②返  還：無償給付で返済の義務はない 

５．校内選考に必要な書類 

 ①市町村が発行する市町村県民税所得証明書（世帯内の二十歳以上全員） 

 ②奨学生願書 

 ③奨学生身上書（奨学金を希望する理由の作文 1000字程度） 

  希望者は 4月 25日（月）までに、進路部から必要書類を受け取ってください。 

 すべての書類提出〆切りは、5月 6日（金）です。 期限厳守 

奨学生募集のお知らせ第 4弾 

【３年生へ】 

これら２つの奨学

金に応募すること

はできますが、２つ

の奨学金を同一人

物が受給すること

はありません。 

 



【奨学金制度の基礎知識】 
（いまさらですが・・・） 

 

 さて、大学に入学すると、授業料、交通費、場合によっては住居費など、何かとお金がかかるもので

す。こうしたお金の心配を解消するために検討したいのが「奨学金制度」なんです。 

高校在学中に給付・貸与されるものはもちろん、大学に入ってから給付・貸与されるものでも、高３の

うちに申し込める奨学金制度もあるので、早めにチェックしておくとよいでしょう。 

 

★★★主な奨学金制度★★★ 

日本学生支援機構の奨学金制度 最も多くの学生に利用されている奨学金制度。貸与型の奨学

金のため、返還の必要がある。利息のつかない第一種と、利

息がつく第二種（在学中は無利子）がある。 

申し込み方法は次の２つ。高３のうちに通っている高校を通

じて申し込む「予約採用」と、進学後に大学を通じて申し込

む「在学採用」がある。 

大学独自の奨学金制度 入学試験や在学中の成績が優秀な学生に、授業料の一部、あ

るいは全額を免除（給付）する制度が代表的。 

地方自治体の奨学金制度 一般的な受給資格条件は、本人または保護者がその自治体の

住民であること。貸与型の場合が多く、ほかの奨学金と併用

できない場合もある。 

各種団体・そのほかの奨学金制度 「あしなが育英会」などの各種団体の奨学金制度や、新聞配

達員として働きながら奨学金を受け取る新聞奨学生制度など

がある。 

 

★★★奨学金の種類★★★ 

学校が窓口になる「奨学金」には、（ア）いつ受け取るのか、（イ）返す必要があるか、によって、それぞ

れ 2 つに区分できます。 

   （ア）について・・・ 高校在学中に受け取るもの 

              大学等に進学してから受け取るもの 

   （イ）について・・・ 返さなければならないもの（貸与型） 

              返す必要のないもの（給付型） 

 

これまでに学校に案内がきているものは、雄飛を通して連絡済みです。今後も随時、呼びかけて行く予

定ですが、案内の到着から、申し込み期限までが短いこともありますので、保護者への相談など、早め

の行動を心掛けてください。 

 

                                    参考： 


